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大空間の温熱空気環境に関する模型実験と実物実測の比較
- 15,000人収容可能なスポーツホールに関するケーススタディ-
ComparisonbetweenmodelExperimentandFieldMesurementConcerningIndoorClimateinLargeSpace

- CaseStudyof15,000SeatingcapacitySportHall-
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1. は じ め に

15,000人の収容可能な大規模スポーツホール1)を対

象とし,冷暖房時の室内温熱空気環境を模型実験により

検討する.4)また,建物完成後に測定された室内温熱環境

実測結果注2)と,模型実験結果の対応を検討する.

2.-スポーツホール
図-1に実験対象空間を示す.10,000人収容の固定観客

席のほか,アリーナ部にも約5,000人収容できる.図-2,

図-3に暖房時,冷房時の空調システムを示す.空調は,

客席天井の吹出口 (直径250卓のノズル)から冷温風を,

前部客席床の吹出口から温風を供給して行う.還気はア

リーナ床外線の吸込口より行う.

3.模 型 実 験 概 要

3.1 相似則

実物と模型実験との対応は,速度,長さ,温度差のそ

れぞれの代表量 (Uo,L｡,AT.)で無次元化した平均流の

運動方程式およびェネルギー方程式((1)～(3)式,テン

ソル表示)で記述される無次元速度および温度が,実物

と模型で同一であれば良い.
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ただしりま無次元量を表す(U *-U/U.等々).
Ar-ATogSLo/Uo2(アルキメデス数)

Ret-U.L.h,i(乱流レイノルズ数)

このためには①(1)～(3)式中のAr,Retのパラメ

ーターが実物と模型で一致し,②各境界条件が実物と模

型で一致することが必要となる.Ref,Oは実物,模型とも

十分発達した乱流であれば,自動的に一致すると考られ

1)～3),模型実験では,Ar数の一致のみを考慮する.
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図1 スポーツホール平面図
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図2 暖房時の空調設定条件

図3 冷 房 時の空調設定 条件
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